
 

－58－ 

行動発現分野 

三上章允（教授），宮地重弘（助教授） 

脇田真清（助手），井上雅仁（教務補佐員） 

纐纈大輔（非常勤研究員） 

猿渡正則，半田高史，石川直樹，平井大地 

鴻池菜保，小野敬治（大学院生） 

 

＜研究概要＞ 

A-1）霊長類の色覚の遺伝子，生理，行動研究 

三上章允, 後藤俊二（（有）日本野生動物研究
所）, 小池智（東京都神経研）, 斎藤慈子（国
立精神・神経センター）, 長谷川寿一（東京大）, 
河村正二（東京大）, Kanthi A. Widayati（ボゴ
ール農科大学）, Bambang Suryobroto（ボゴー
ル農科大学）, Dyah Perwitasari-Farajallah（ボゴ
ール農科大学）, Suchinda Malaivijitnond（チュ
ラロンコーン大学） 

赤緑色盲で有利になるカラーカモフラージュの視

覚刺激を用い，ヒト，チンパンジー，カニクイザル，オ

マキザルで行動テストを行った．また，テナガザルの視

物質遺伝子の多型を調べる目的でインドネシアおよび

タイ各地のテナガザルのサンプルを採取した．  
 

A-2）チンパンジー脳の発達過程 

三上章允, 西村剛（学振特別研究員）,  
田中正之 1), 友永雅己 1), 松沢哲郎 1),  
鈴木樹理 2), 加藤朗野 2) , 松林清明 2) ,  

宮部貴子 2)  
1)思考言語分野  
2)人類進化モデル研究センター 

チンパンジー脳形態の発達をMRIを用いて計測し，
発達に伴う脳サイズの拡大と髄鞘化の進行を調べた． 

 

A-3）サッカード課題遂行中のニューロン活動の時間特
性とニューロン・タイプ判定 

三上章允, 片井聡（信州大） 
石川直樹（大学院生）, 海野俊平（日本大） 
加藤啓一郎（洛星高校）, 姜英男（大阪大） 

サッカード課題遂行中に細胞外記録したニューロ

ン活動のバースト発射を手掛かりとして大脳皮質内局

所回路を解析し，抑制性介在細胞を識別する手法を検討

した．  
 

A-4）前頭葉障害患者の機能テスト 

三上章允, 宮井一郎（ボバース記念病院）  
林克樹（誠愛リハビリテーション病院） 
渕雅子（誠愛リハビリテーション病院）  
原田妙子（日本福祉大） 
久保田競（日本福祉大, 京都大名誉教授）  
細川貴之（東京都神経研） 

前頭葉に障害のある患者さんで，様々な前頭葉機能

をテストし，障害部位と各種機能障害との関係を解析し

た．また脳機能の変化を追跡するために近赤外線による

脳血流計測（NIRS）を行った． 
 

A-5）順序情報の情報処理機構の研究 

井上雅仁, 三上章允 
視覚刺激の提示順序の情報の記憶を必要とする課

題遂行時のサルの前頭連合野および側頭連合野から，神

経細胞活動を記録し，解析を行った． 
  

A-6）視覚探索課題遂行中の第四次視覚野の神経細胞活
動 

猿渡正則, 井上雅仁, 三上章允 
視覚探索課題の脳内情報処理機構を第四次視覚野

から神経細胞活動を記録して解析した． 
  

A-7）動きを手掛かりとした形態認知における背側経路
と腹側経路の役割の研究 

半田高史, 海野俊平, 片井聡, 井上雅仁,  
三上章允 

図形弁別課題・方向弁別課題を訓練したサルに，

Shape-from-motionによる図形を用いた課題を行わせ，運
動情報を扱うMT野と形態情報を扱う第 4次視覚野から
課題遂行中の神経細胞活動を記録・解析した． 

  

A-8）色弁別課題遂行中のサル前頭連合野におけるニュ
ーロン活動の解析 

石川直樹, 片井聡, 井上雅仁, 宮地重弘,  
三上章允 

色弁別と記憶を伴う眼球運動課題遂行中のサル前

頭連合野から，ニューロン活動を記録し，バースト発火

の有無とパターンの違いを手掛かりとしてタイプ分類

を行った．その後，各タイプの細胞と課題との関連性を

解析した． 
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A-9）報酬及び嫌悪刺激の予測に関わる脳内機序の解明 

平井大地, 細川貴之, 井上雅仁, 宮地重弘,  
三上章允 

遅延色見本合わせ課題遂行中のサル扁桃体からニ

ューロン活動を記録し，結果の相対的な選考性に依存し

た反応をするニューロンが存在することを示した． 
 

A-10）V1から LGNへのフィードバック経路の機能の
解明 

纐纈大輔, 宮地重弘, 三上章允 
視覚情報処理過程におけるフィードバック・ネット

ワークの役割を明らかにするために，サルの V1から
LGNへフィードバック投射している神経細胞の選択的
破壊技術の開発を行った． 

  

A-11）注意の分配の継時変化とその脳内機構の解析 

小野敬治, 井上雅仁, 宮地重弘, 三上章允 
外界に同時に存在する感覚情報を取捨選択すると

きの注意の分配の継時変化およびその脳内メカニズム

を明らかにするため，サルに 2種類の手がかりを用いた
図形弁別 Go/NoGo課題をトレーニングした． 

 

B-1）記憶のメカニズムに関わる前頭前野，側頭連合野，
海馬をつなぐ神経回路の解剖学および生理学的研究 

宮地重弘, 井上雅仁, 三上章允, 澤田香織 1), 
平田快洋 1), 井上謙一 1), 今西美知子 1),  
高田昌彦 1) 
1)東京都神経研 

記憶に基づいた行動判断には，前頭前野，側頭連合

野，海馬などの領域が重要であることが指摘されている．

これらの領域を結ぶ神経回路を明らかにするため，狂犬

病ウイルスを用いた逆行性越シナプス神経トレーシン

グ法を用いて側頭葉から前頭前野への多シナプス性神

経入力を解析した．また，これらの回路の行動順序判断

に置ける役割を明らかにするため，長期記憶および短期

記憶に基づく行動順序判断課題を開発し，サルに訓練し

た． 
  

B-2）リズム制御の神経機構の研究 

鴻池菜保, 宮地重弘, 三上章允 
リズムは，人の知覚や運動制御の重要な要素である．

本研究では，運動リズム制御の神経機構を単一神経活動

および神経回路レベルで明らかにするため，ヒトに近い

発達した脳を持ち，複雑な行動課題を学習できるマカク

サルにリズム課題を訓練し，行動データを収集した． 
  

B-3）カルビンディン強制発現によるパーキンソン病抑
制の研究 

宮地重弘, 澤田香織 1), 岡戸晴生 1), 南部篤 2), 
高田昌彦 1) 
1) 東京都神経研，2) 生理研 

パーキンソン病によるドーパミン細胞死を防御す

るため，ウイルスベクターを用いてサル黒質ドーパミン

ニューロンにカルビンディンを強制発現させ，MPTPに
よるパーキンソン症状を抑制すること，およびドーパミ

ンニューロンの脱落が減少することを検証した． 
 

B-4）サルを用いた行動発達の神経機構の解析 

宮地重弘, 井上謙一（東京都神経研）,  
小林和人（福島県立医大）,  
高田昌彦（東京都神経研） 

発達におけるドーパミン神経系の役割を解明する

ことを目標に，ウイルスベクターを用いた神経回路の改

変を行なうため，サルの黒質等深部構造に正確にベクタ

ーを注入し，高効率で遺伝子を発現させる技術開発を行

なった．アデノウイルスベクターおよびレンチウイルス

ベクターによる逆行性および順行性遺伝子発現の効率

を解析した． 
  

C-1）弁別訓練のサル一次視覚野の受容野特性に及ぼす
影響 

脇田真清 
オペラント行動中のサル一次視覚皮質から記録さ

れた内因性信号の解析を行った． 
  

C-2）ヒト下側頭領域の他者動作の観察への関与 

脇田真清 
他者動作観察時観察視点や動作者の利き手が，ブロ

ーカ野を含む左下側頭領域の活動に与える影響を調べ

た． 
  

C-3）ヒト下側頭領域の刺激体制化への関与 

脇田真清 
感覚・運動の時間・空間的の体制化が，ブローカ野

を含む左下側頭領域の活動に与える影響を調べた． 
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